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ヤシ類の種子と発芽適温（２）

諸見里秀宰

（琉球大学農学部）

ShusaiMoromizato：Seedsandoptimumtemperaturefortheir

germinationofsomespeciesofPαﾉﾉ"“

a・Ｃａ,〈yD/α〃z〃ｊｓＬｏｕｒ・コモチクジャクヤシ

b・Ｐ"ＯＧ"/えＣａ"”je"sjsHortorumカナリーヤシ

c、Ｐ.〃α"Ceα"αNaud・ひαγ亀/Mjzosα"αBecc，コンロン

コモチクジャクヤシとコンロンの種子は沖縄で採種し

た種子を用い,カナリーヤシは宮崎県産の種子を用いた．

種子は大きさならびに函量を測定するとともに，外部

形態学的特徴を観察した．和子の大きさは長さ，長径お

よび短径を名和とも100粒以上の種子について測定し

た．種子の軍量は，100粒ずつ４組の重さの平均値で実

盃を示した.容職而はlOOcc容の種子４組の重さの平均値

からＭ当りの市最を求めた．実壷および容積軍から１

'当りの粒数，１kg当りの雨量および容積を計算した．

次に発芽試験の方法について述べる．発芽試験の温度

区分は，各種とも室温区（about２０°Ｃ），２５°Ｃ区，

30°Ｃ区，３５°Ｃ区の４区を設けた．各温度区は更にＩ区

とⅡ区に区分して実施した．各樹種とも温度区ごとに発

芽を完了した時に試験を締切った．コモチクジャクヤシ

は1967年12月19日より1868年２月17日に行なった．供試

粒数は名温度区ごとに400粒ずつ,統計1600粒を用いた．

カナリーヤシは1966年１月31日より３月16日に行ない，

供試粒数は各温度区ごとに104粒，総計416粒を用いた．

コンロンは1967年２月９日より1967年３月15日に行なっ

た．供試粒数は名温度区ごとに400粒，総計1600粒を用

いた．

試験中は征日水分の補給または取換えを行なった．発

芽の標徴としては後述する子葉鞘が種皮を破って現われ

たものを発芽とみなした．

３．結果および考察

供拭樹種の種子の大きさおよび璽量は第１表，第２表

に示すとおりである．各樹種ごとに種子の特性ならびに

果実についての観察結果をあわせ述べることにする．

コモチクジャクヤシの果実は球形で直径15ｃｍ内外，

１．緒言

建築様式の変化にともないヤシ類(Ｐα/"z”）が造園用

あるいは室内装飾用として広く用いられるようになって

きた．また，名都市においても都市計画の実施ととも

に，街路樹，公園樹または緑地帯造成用樹種としてさか

んに用いられている．沖縄地方は亜熱柵;気候下にあって

ヤシ類の栽塘には好適の条件を具備している．今後ヤシ

類の需要の増大に伴い，将来の沖縄地方における有望な

産業となる可能性をもっていると考えることができる．

以上の背景のもとにヤシ類に関する研究の一環として，

栽培学的見地から種子および発芽適温について研究を試

みたので大要を報告する．

コモチジャクヤシ(Ｃａがo/α〃/ｊｓＬｏｕｒ.）はインドお

よびマラヤ地方の原産であるが，熱帯の各地で庭園樹と

して栽培され，室内装飾用としても用いられている．１１１１

繩地方には主に台湾から導入されたのが多い．

カナリーヤシ(Ｐ"o"ｊｒＣα"α'７c"slisHortorum）はカ

ナリー島の原産で鹿児島，宮崎地方には早くから導入さ

れており，１１１１細地方へは鹿児島，宮崎地方から導入され

た.木緬は街路樹,公園樹,庭園樹として、いられている．

コンロン(Ｐ．〃"ccα"αNaud．〃αγ､／bγ"zosα"αBecc.）

の和名は，台湾名「糠榔（コンロン）」に韮づいてい

る．本穂は台湾の原産で，台湾の巾南祁地方の荒廃地に

散生し生育している強健なヤシである．沖縄地方へは台

湾から導入され，造園用として利用されている．

本研究をなすにあたり，宮崎交通「こどものくに」尼

方十三生氏にはカナリーヤシの種子を提供していただい

た．また，上Ⅲ喜代－君には多大な助力をしていただい

た．あわせて厚くお礼を申し上げる．

２．材料および方法

本研究には次の２属２種１変種の種子を川いた．
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第１表種子の大きさ

ＴａｂｌｅＬＳｉｚｅｏｆｔｈｅＰａｌｍｓｓｅｅｄｓ

邑辿IFljflI-空ljLl上短径Minoraxis長さLenght

繍陞
変異係数

Coefficient

of

variability

平均価

Ｍｅａｎ±８

平均値

Ｍｅａｎ±８

変異係数
Coefficient

of

variability

樹種

Treespecies

Ｐ"ＯＧ"2兆

Ｃａ〃α”Ｃ〃Ｓ'Ｓ
15.70±０．１０７ １０．１１±0.483 ８．６６±0.037 ６．３７±0.304

Ｐ．〃α"Ceα"α

var､九γ"２０sα"ａ
４．８１±0.022 6.73±0.32110.90±0.054 ７．３９土０．３５２ ５．５４士0.027 ７．３１±0.349

about

１０．６０

about

１２．３０

about

１１．１０
Ｃａ'ayo/α”がｊｓ

第２表種子の童量

Table２．ＷｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅＰａｌｍｓｓｅｅｄｓ．

碧鞘痙而1Ｗ
粒数（１１）
Ｎｕｍｂｃｒｏｆ

ｇｒａｍｓｐｅｒ
ｌｉｔｅｒ

1ｋｇ当り

>繭数
Ｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｇｒａｉｎｓ

Ｐｅｒｋｇ

容臓
ｖｏｌｕｍｅ

（cc）

１６６２．１

極樹

Ｔｒｅｅｓｐｅｃｉｅｓ

6０１．６６Ｃａγyo/α〃zﾉﾉﾉｓ 1０６．９５ 562 935.00

Ｐ"Ce"ｊｊＭｌｃｚ"Ceα"α

var.／Ｍ'００sα"ａ
7９５．３５2８．２０ 2820 3550 1257.3

熟すると赤色になる．種子は黒色のやき偏平な球形であ

る．勝および発芽孔は観察されない．種子の大きさはエ

ンドウの２－３倍位である．McCurrach(1960）は果実

は球形，径Ｗ"cﾉﾉ，赤色と述べ，瀬川(1964)は，果実は

径１￣1.5cm，多肉質，帯紫赤色一帯黒赤色，種子は黒

褐色で丸いと述べており，著者の観察結果と|ま冒一致し

ている．

カナリーヤシの果実は円筒形で長さ2.5cm，径1.5cmで

熟すると機色になる．種子は楕円状球形，灰褐色，大き

さはウメの核果大である．種子の腹而''1央に条ｉ１１ｉがあ

り'背而中央郊に発芽孔が観察される・宮沢(1954,1960）

は果実は円筒形で中に１組の種子を有すと述べ，

McCurrach(1960)は，果実は球状卵形，径１／"c",樒

色’種子には雛があると述べ，瀬川(1964)は果実を卵状

球形，橿色，径３cm内外，種子は広桁円形，褐灰色，中

央に条溝があると述べており著考の観察結果とほぎ一致

している．

コンロンの果実はきわめて小さく，卵状球形で長き

1.4cm，径0.8cm,色沢は橿色より紫黒色に変る．諏子は

楕円状球形，灰褐色，大きさはシンノウヤシよりや掻大

きい・種子の腹面には条溝があり背面中央部に発芽孔が

観察される・金平(1918)は実は球粒，径３－４分，初め

橘色にして黒色に変ずと述べ，瀬川(1964)は種子の長さ

１５cm，灰色がかると述べており著者の観察結果と＿致

している．

種子の大きさおよび正量は同一樹種の種子でも品諏や

系統によって‐または樹令その他の生育条件の差異によ

り変異を生ずることが知られている．したがって，これ

らの数｛111〔は各和の決定的な特徴を示す数値とはいいがた

いが，おうよその傾向を示しているものと思われる．

ヤシリiiiの発芽の形態についてはGatin(1906）によっ

て詳細な報併がたされているが，単子葉植物に属するヤ

シ頬の発芽は，その他一般の植物とは異なり独特な発芽

形式を呈する｡すなわち,一般の植物は最初幼根が種皮を

破って｛''1反してくるのが普通であるが，ヤシ類はwi状を

なした子葉，すなわち，子葉鞘(Cotyledonarysheath）

が種皮を破って現われる．子葉鞘は次第に伸長するが子

葉は展開しない．子葉は褐色を呈し，地上に現われるこ

となく地下に止まる．子葉Wiの長さは属および種によっ

て異なり一定しない子葉鞘は伸長を完了すると先端Mｊ
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より幼根が発生し伸長を始める．それと同時に子葉鞘のいては前報で詳述した．

部分は膨大し，やがてその中央部が裂開し幼芽が現われ 各樹種の温度別発芽試験の結果は第３表で示した

るようになって発芽を完了する．ヤシ類の発様芽式につ

第３表発芽試験の結果

TableaResultsofgerminationtestatvarioustemperature．

平均発芽日数
Ａｖｅｒａｇｅｌｅｎｇｔｈ
ｏｆｔｉｍｅｆｏｒ

ｇｅｒｍｉnation
（日）

発芽係数＊
Coefficient

of

germination

発芽率
ｇｅｒｍｉｎａｔｉｎｇ
ｐｅｒｃｅｎｔａｇｅ

％

樹 種 試験区

Ｐ１ｏｔｓＴｒｅｅspecies
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Ｃ
Ｃ
Ｃ
｜
区
Ｃ
Ｃ
Ｃ

温
序
が
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温
圷
が
彫

２
３
３
｜
室
２
３
３

室

０

４３．８

８９．５

２０．８

０

３１．１

１９．４

３７．４

２５．０

１３．７

１５．２

0

0

26.3

20.5

32.1

０
Ｍ
如
皿
叩
仙
叩
０

Ｃａ'”/α〃zﾉﾉﾉｓ

2２．１

５５．８

１１．５

０

｡■

Ｐ"Ce"ｚｘｃａ"｡〃c"szs
●

０

９３．５

８２．５

１８

０

３．６

４．０

０．１

室温区

２５.Ｃ

３０°Ｃ

３５°Ｃ

Ｐ．〃"Ceα"αvar.／Ｍ"osn"ａ

備考
Ｒｅｍａｒｋ：

＊発芽率/平均発芽日数

;i:llFliFi墨189/鐺.鑑忌搬9゜ｆ
tｉｍｅ

コモチクジャクヤシの発芽は第３表で見られるように，

30°Ｃ区が最もよく，次いで25°Ｃ区，３５°Ｃ区となって

いる.室温区では発芽は全く見られず本種の発芽は25°

Ｃ～35°Ｃの範囲で見られた．本試験結果では30°Ｃ区

は，発芽率，平均発芽日数，発芽係数ともすぐれている

ので，３０°Ｃ区は発芽最適温度と考えることができる．

室温(about２０°Ｃ）では発芽が見られないので，２０°Ｃ

附近に発芽最低温度が存在するものと考えることができ

る．第１図で温度別発芽の経過を示した．

カナリーヤシの発芽は第３表で見られるように，２５°

Ｃ区が最もよく，室温区，３０°Ｃ区と続いている．３５°Ｃ

区では発芽は見られなかった.本極の発芽は20°Ｃ（室

温)～30°Ｃの温度の範囲内でのみ見られた．木結果では

25°Ｃ区が発芽率，平均発芽日数，発芽係数ともにすぐ

れているので，２５°Ｃはカナリーヤシの発芽最適温度と

考えることができる．第２図で温度別発芽の経過を示し

た.第２図で見られるように室温区は正'１１'線を描かず多

項曲線になっているが，これはわずかな温度の日変化に

対して反応したものと考えられる．したがって，20.ｃ

附近に発芽最低温度があるものと推定される反対に35゜

Ｚ
Ｅ
ゴ
ロ
の
『
。
｛
、
⑱
『
ョ
一
コ
①
｛
８
ｍ
『
四
一
コ
⑫

８１１１４１７２０２３２６２９３２３５３８４１４４４７５０５３５６５９

DaysaIterbedjing

第１図コモチクジャクヤ2/の温度別発芽の経過

Ｆｉｇ．１Ｎｕｍｂｅｒｏｆｇｅｒｍｉｎａｔｉｎｇｓｅｅｄｓｏｆ
Ｃａかo/α〃2ﾉﾉﾉｓａｆｔｅｒｂｅｄｄｉｎｇａｔｖａｒｉｏｕｓ
ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ
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Ｃ区では発芽が見られないことから，３５°Ｃ附近に最高

温度があるものと考えられる．本種は供試樹種の中で比

較的低iiIHlで発芽の可能な樹種である．

あるカナリー島の原産で亜熱帯地域に含まれる．原産地

を熱帯圏に有するコモチクジャクヤシ，コンロンは発芽

適温30°Ｃであるのに対して’亜熱帯圏に原産地を有す

るカナリーヤシは25°Ｃと発芽適温が低くなっているの

は興味深い．

2５

Ｉ

iJiJ
2０

35cC

30・C

25oC

100

１１

１１ Room

temperature
about2DC

２５℃

３DＣ

－し－ 8０’
１
１
１
１
１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１

０
０

６
４

言
ョ
肝
「
。
｛
、
の
「
３
－
コ
、
庁
２
ｍ
「
四
一
コ
⑫llliLA」

９１１１３１５１７１９２１２３２５２７２９３１

Daysafterbedding

第２図カナリーヤ6/の温度月Ｉ発芽の経過
Ｆｉｇ．２Ｎｕｍｂｅｒｏｆｇｅｒｍｉｎａｔｉｎｇｓｅｅｄｓｏｆ
Ｐ"ＯＧ"な‘α"”ｊｅ"ｓｊｓａｆｔｅｒｂｅｄｄｉｎｇａｔｖａｒｉｏｕｓ
ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ・

コンロンの発芽も第３表で見られるように，３０°Ｃ区

が最もよく，次いで25°Ｃ区，３５°Ｃ区の順になる．室温

区（about20°Ｃ）では発芽は全く見られず,本種の発芽

は25°Ｃ～35°Ｃの温度の範囲内で見られた．本試験の結

果，発芽率は25°Ｃ区がすぐれているが，平均発芽日数

および発芽率と平均発芽日数を組合わせた発芽係数は

30°Ｃ区がすぐれているので，３０°Ｃはコンロンの発芽最

適温度と考えることができる．室温区（about20°Ｃ）で

発芽が全く見られないことは興味深い．発芽最低温度は

20.Ｃ附近にあるものと考えることができる．また，３５°

Ｃではわずかな発芽しか見られないので，３５°Ｃ附近に

最高温度が存在するものと思われる．名温度別発芽の経

過を第３図で示した．

発芽と温度について前報でも述べたが，発芽適温が高

いのは原産地が熱帯圏内にあるためと思われる．すなわ

ち，コモチクジャクヤシの原産地印度，マラヤは熱帯圏

内にあり，コンロンの原産地台湾の中南部は熱帯圏内に

属している．カナリーヤシは北絲30°Ｃ附近の大西洋に

2０

１３１５１７１０２１２３２５２７２９３１３３３５

DaysafterberIdmg

雛３図コンロンのIIB度別発芽の経過
Ｆｉｇ．３Ｎｕｍｂｅｒｏｆｇｅｒｍｉｎａｔｉｎｇｓｅｅｄｓｏｆ
Ｐ/hCG"ハノiαれうecwavar./b，."｢０s〃ｆａａｆｔｅｒｂｅｄｄｉｎｇ
ａｔｖａｒｉｏｕｓｔｅｍｐerature．

発芽と温度について瀬川(1964）は，発芽に高温（25°

Ｃ～30°Ｃ)を要するもの，比較的低温（15°Ｃ～20°Ｃ）

を要するもの，中温（20°Ｃ～25°Ｃ）を要するものに区

分し，属ごとに一括して分類している．瀬川（1964）の

分類によれば，クジャクヤシ属(Ｃａγy、α）およびカナリ

ーヤシおよびコンロンの属するＰｈ０ｅ"i兀属は比較的低

温を要するものに分類されている.木結果からｃαぴひ〃

属は高温区に属せしむくきだと考えられる．また，

Ｐ"Ce"此属は中温か高温区に属せしむくきだと思われ

る．種類の多いＰﾉto“ｊ兀属にあっては種間の変異の大

きいことが予想されるので，今後は種単位で分類すべき

だと考える．



諸見里：ヤシ類の種子と発芽適温 2７

9）瀬川称太郎１９６４．観葉植物（下巻）．１～316

加島書店

10）Tomlinson，ＰＢ１９６０・Ｅｓｓａｙｓｏｎｔｈｅ

ＭｏｒｐｈｏｌｏｇｙｏｆＰａｌｍｓ、LGerminationand

Seedling・Principes、４：５６～61.

11）山田金次１９３４．大主ヤシ及びユスラヤシの種子の

発芽促進試験．台湾総督府中央研究所林業部報告

妬１５６４～69.

12）諸見里秀幸1970．ヤシ類の種子と発芽適温(1)

熱帯農業投稿中

ＳＵＭＭＡＲＹ

Ｔｈｅｓｅｅｄｓａｎｄｔｈｅｏｐｔｉｍｕｍｔｅmperaturefor

theirgerminationofｓｏｍｅｓｐｅｃｉｅｓｏｆＰａＪ"zczcwere

studiedTheresultsaresummerizedasfollows：

1）Inthisstudyseed臼ofthefollowing2species

andlvariｅｔｙｂｅｌｏｎｇｉｎｇｔｏ２ｇｅｎｅｒａｗｅre

used

a）Ｃａかo/α〃がsLour．

b）Ｐｈｏｃ"i兀ｃα"αγ伽s/sHortorum

c）Ｐ.〃α"ccα"αNaud,var.／M9zosa"aBecc、

2）Ｔｈｅｓｉｚｅｓａｎｄｗｅｉｇｈｔｓｏｆｔｈｅｓｅｅｄｓｗｅre

differentamongthespecies・

Thesize，absoluteweightandvolumeweight

oｆｔｈｅｓｅｅｄｓｏｆｅａｃｈｓｐｅｃｉｅｓｗｅｒｅｉｎｖｅstiga‐

ｔｅｄ

３）Ｔｈｅgerminationtestwasdonetoknowthe

practicaloptimumtemperaturefoｒｇｅｒｍｉｎａ‐

ｔｉｏｎｏｆｔｈｅｓｅｅｄｓｏｆｅａｃｈｔｒｅｅspecies、

4）Theoptimumtemperatureforgerminａｔｉｏｎ

ｏｆＣａがo/α’"ｊｊｊｓａｎｄＰﾉboe，ｚｊｊｕノbα"Ceα"cJvar．

／Ｍ"Csα"αｗａｓ３０ｏＣ，ａｎｄｔｈａｔｏｆＰ"Ce"/苑

ｃα"α”c"ｓｚｓｗａｓ２５ｏＣ．

４．摘要

本研究はヤシ類に関する研究の一環として種子および

発芽適温について行なったものである．結果を要約すれ

ば次の通りである．

１．本研究には次の２属２種１変種の種子を用いた．

ａ）Ｃａ”o/α〃"sLour・コモチクジャクヤシ

ｂ）ＰﾊＯＢ"/苑ｃα"αγ/e"sisHortorumカナリーヤシ

ｃ）Ｐ.〃α"ccα"αNaudvar../blwzoso"αBecc・コン

ロン

2．種子の大きさおよび重量lま樹種によって異なる．冬

樹種の種子の大きさ，実重および容積軍を調査した．

3．発芽試験は冬樹種の発芽適温を知るために行なっ

た．その結果を第３表で示した．

4．コモチクジャクヤシおよびコンロンの発芽最適温度

は30°Ｃ，カナリーヤシは25.Ｃであった．
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